
県立大学第一期生275人が誕生映画「少年時代」ロケ終了

富
山
県
立
大
学
の
入
学
式
が
四
月
十
六
日
、
小
杉
町

黒
河
の
同
大
学
大
谷
講
堂
で
行
わ
れ
、
第

一
期
生
二
七

五
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

式
に
は
真
新
し
い
ス

l
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
や

父
母
ら
約
五

O
O人
が
出
席
。

藤
井
澄
二
学
長
の

「
新
し
い
歴
史
の

一
ペ
ー
ジ
を
つ

く
る
主
人
公
と
し
て
、
私
た
ち
と
と
も
に
科
学
技
術
の

偉
大
な
未
知
へ
の
挑
戦
に
取
り
組
み
、
本
学
を
育
て
て

ほ
し
い
」
と
の
式
辞
の
あ
と
、

来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て
、

入
学
生
を
代
表
し
て
工
学
部
電
子
工
学
科
の
水
野
間
康

代
さ
ん
と
短
期
大
学
部
環
境
工
学
科
の
田
村
真
美
さ
ん

が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
を
終
え
た
学
生
達
は
、
さ

っ

そ
く
最
先
端
の
研
究
設
備
が
整

っ
た
学
舎
を
見
学
し
て

ま
わ
り
、

「富
山
の
エ
ジ
ソ
ン
を
目
指
す
ぞ
」
と
意
気
込

み
を
語
り
合

っ
て
い
ま
し
た
。

公
立
と
し
て
は
日
本
海
側
初
の
工
学
部
を
持
つ
大
学

で
あ
り
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
科
学
技
術
の
新
た

な
拠
点
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
県
内
で
は
昨
年
高
岡
市
戸
出
で
開
学
し

た
高
岡
法
科
大
学

(
桑
田
二
郎
学
長
、
法
学
部
二一

O

人
)

に
続
い
て
、
本
年
四
月
に
は
、
大
山
町
東
黒
牧
に

富
山
国
際
大
学
(
佐
々
学
学
長
人
文
学
部
二
九
七
人
)

が
開
学
す
る
な
ど
、

高
等
教
育
関
係
の
整

時

備
が

一
段
と
進
め
ら

晴

れ

て
い
ま
す
。

介主県沖中
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忠
君
愛
鴎

こ
の
映
画
は
、
芥
川
賞
作
家
の
故

・
柏
原
兵
三
氏
の

小
説
「
長
い
道
」
を
も
と
に
、
本
県
出
身
の
藤
子
不
二

雄
③
(
安
孫
子
素
雄
)
氏
が
、
原
作

・
企
画
・
制
作
を

手
が
け
た
作
品
で
す
。

「
少
年
時
代
」
は
戦
時
下
の
富
山
県
を
舞
台
に
、
東
京

か
ら
の
疎
開
児
童
と
地
元
の
少
年
た
ち
の
心
の
葛
藤
を

描
い
た
作
品
で
、
心
の
触
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
強
く
訴

え
か
け
て
い
ま
す
。

篠
田
正
浩
監
督

・
山
田
太

一
脚
本
と
い
う
日
本
を
代

表
す
る
メ
ン
バ

ー
で
作
ら
れ
た
こ
の
映
画
は
、
大
半
が

県
内
で
撮
影
が
行
わ
れ
、

富
山
の
四
季
が
ふ
ん
だ
ん
に

登
場
す
る
ほ
か
、
県
内
の
小
・
中
学
生
も
多
数
出
演
し

て
い
ま
す
。

「
心
に
残
る
作
品
に
し
た
い
」
と
い
う
安
孫
子
さ
ん
。

東
京
と
富
山
を
何
回
も
往
復
し
な
が
ら
、
映
画
の
撮
影

に
立
会
っ
て
、
子
供
た
ち
の
演
技
を
熱
い
視
線
で
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

映
画
は
、
夏
休
み
の
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
先
駆
け

て
、
県
内
で
は
、
.
七
月
七
日
か
ら
劇
場
公
開
さ
れ
る
ほ

か
、
六
月
二
十
八
日
の
入
善
町
を
皮
切
り
に
、
巡
回
上

映
も
行
わ
れ
ま
す
。
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